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 次のような内容の投稿のうち、当センターで適当と判定したものを掲載します。その際に原稿の修

正をお願いすることもありますのであらかじめご了承ください。 

・一般利用者の方々が関心をもたれる事項に関する論説 

・センターの計算機を利用して行った研究論文の概要 

・プログラミングの実例と解説  

・センターに対する意見、要望 

・利用者相互の情報交換 
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(1)原稿は横書きです。 

(2)術語以外は、「常用漢字」を用い、かなは「現代かなづかい」を用いるものとします。 

(3)学術あるいは技術に関する原稿の場合、200字～400字程度のアブストラクトをつけてください。 

(4)参考文献は通し番号を付し末尾に一括記載し、本文中の該当箇所に引用番号を記入ください。 

 ・雑誌：著者,タイトル,雑誌名,巻,号,ページ,発行年 

 ・書籍：著者,書名,ページ,発行所,発行年 
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原稿のファイル形式はWordを標準としますが、PDFでの提出も可能です。サイズ*は以下を参照し 

てください。ファイルは電子メールで提出してください。 

－Wordの場合－  

 ・用紙サイズ：A4 

 ・余白：上＝30mm 下＝25mm 左右＝25mm 綴じ代＝0 

 ・標準の文字数（45文字47行）  

＜文字サイズ等の目安＞ 

 ・表題＝ゴシック体14pt中央 ・副題＝明朝体12pt中央 

 ・氏名＝明朝体10.5pt中央 

 ・所属＝明朝体10.5pt中央 

 ・本文＝明朝体10.5pt 

 ・章・見出し番号＝ゴシック体11pt～12pt 

  *余白サイズ、文字数、文字サイズは目安とお考えください。 
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(1)執筆者には、希望があれば別刷50部を進呈します。50部を超える分については、著者の実費 

負担とします。別刷の希望部数等は投稿の際に申し出てください。 

 (2)投稿予定の原稿が15ページを超す場合は以下まで前もってご連絡ください。 

(3)初回の校正は、執筆者が行って、誤植の防止をはかるものとします。 

(4)原稿の提出先は次のとおりです。 

東北大学サイバーサイエンスセンター内 情報部情報基盤課共同利用支援係 

e-mail uketuke@isc.tohoku.ac.jp 

TEL 022-795-3406  
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○目的 

 スーパーコンピュータや並列コンピュータで演算を実行する際、大規模な入出力ファイルを必要と 

する利用者に、大規模ファイル領域(以下、short 領域)を短期間開放します。 

 

○利用期間 

 利用期間は、3ヶ月毎（四半期毎）とします。 

 4～6 月、7～9月、10～12 月、1～3月 

 

 継続して利用希望の方は、四半期末毎に次の３ヶ月分を申請していただきます。その際、過去の演 

算利用実績を考慮して継続利用の審査を行います。一定時間の演算利用がなければ、継続利用をお断 

りする場合もございますのでご承知おきください。目安としては、スーパーコンピュータ、並列コン 

ピュータどちらか支払責任者単位で３ヶ月間の合計が 100 経過時間程度を予定しています。 

 

○利用申請 

 ご利用希望の際は、支払責任者が登録する利用者番号をまとめて電子メールにて申込み願います。 

 

 申込み先： sys-sec@isc.tohoku.ac.jp 

 

 例： 

 件名：short 領域利用申請（4～6月） 

 

       氏名     利用者番号 

 支払責任者 ○○ ○○  u2xxxx 

 希望利用者 □□ □□  w2xxxx 

       □□ □□  w2xxxx 

 

○利用負担額と利用可能なサイズ 

 short 領域の利用負担額は原則無料とし、4テラバイトのパーティションを複数の利用者で共有して 

ご利用いただきます。ディスク資源には限りがありますので、利用期間中においても使用済みのファイ 

ルは速やかに削除・退避するなど、ご協力をお願いいたします。 

 また、データのバックアップサービスは行いませんので、他のサーバやパソコンに転送するなどして、 

各自データのバックアップを行うようお願いいたします。 

 

        (共同利用支援係，共同研究支援係） 
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